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稿
規
程 鹿児島市医報投稿規程

　投稿者は原則として，鹿児島市医師会会員とする。ただし本会あるいは編集委員会が必要と認め執筆を依頼した
もの及び各種部会・委員会が事務局担当者へ執筆を依頼したものに関してはその限りではない。

投稿資格

この規程の変更は本編集委員会の議決及び鹿児島市医師会理事会の承認を要する。
この規程は平成１７年２月７日から施行する。
この規程は平成１９年４月５日から一部改正施行する。
この規程は平成１９年１１月１６日一部改正。投稿規則８項の施行は平成２０年４月１日とする。
この規程は令和5年8月7日から一部改正施行する。

附　則

原稿の採否,掲載コーナーについては編集委員会で決定する。

原稿分量は原則として【別表１】のとおりとする。
学術コーナーへの投稿は，他学術誌と同様に論文の体裁を整える。
（1）緒言（はじめに）　（2）対象および方法（または症例）　（3）成績（結果）　（4）考案
（5）結語（むすび）　（6）引用文献

図・表・写真を掲載する場合はサイズを文字数に換算して【別表２参照】原稿分量の規程範囲内に収めることと
する。ただし,編集委員会から依頼した場合はその限りではない。

原稿は原則として返却しない。（写真・ＣＤ・フラッシュメモリ等は返却する。）

他の文献を引用する場合は,原稿中にその旨明記しなければならない。
また,その際に著作権料が発生する場合は,原則として投稿者本人の負担とする。

論文に関する投稿は,人権及び動物愛護,個人情報保護法に十分配慮しなければならない。

「鹿児島市医報」に掲載された原稿の著作権は,鹿児島市医師会に帰属する。他誌に転載する場合には,編集委
員会及び理事会の議を経ることとする。

「鹿児島市医報」に掲載された記事の別刷りを希望する場合は経費の実費（全額）を執筆者負担とする。
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前の大阪万博，と聞けば昔好きだった（とある天
皇を思わせる名の）バンドが 1970 年代を歌ったア
ルバムを思い出します。人類の進歩と調和の理念
で始まったその 10 年は楽なものではなかったけれ
ど，右肩上がりの希望が確かにありました。55 年
が過ぎ去り，世を動かす原動力のようなものを再
び世界のどこかに見出だせればと願いつつ，想い
新たに。

（編集委員　關根 さおり）

鹿児島ユナイテッド FC にとって J ２残留に向
けては勝利が絶対条件だった V・ファーレン長崎
との一戦を長崎の新スタジアムで観戦しました。
試合に負け J ３降格が現実のものとなってしまっ
た瞬間を目の当たりにしましたが，スタジアムの
素晴らしさに感動しました。近い将来，鹿児島に
も人が集う鹿児島らしいスタジアムが誕生してく
れることを切に願います。2025 年は J ３リーグ優
勝⇒１年での返り咲きに期待！

（編集委員　今村 直人）

４月に大阪・関西万博「EXPO2025」が開催さ
れます。「万博」と言えば個人的には，あのテー
マソングと太陽の塔に象徴される「EXPO’70」で
す。高度経済成長真っ只中の時代，親戚と行った
小学４年夏の良き思い出です。あれから 55 年。
今回のテーマ「いのち輝く未来社会のデザイン」
に倣って自身も心と体のメンテナンスに勤しもう
と思います。

（編集委員　森岡 康祐）

７月は参議院選挙があります。政権選択選挙で
はありませんが，選挙に向けて少数与党にも色々
な事があるかもしれません。今月からアメリカ大
統領もトランプに交代し，世界の様相も変化して
いく中，今年は変革の年になるかと思いますが，
平穏で皆様方が安心して暮せる年になる様に節に
願いたいと思います。今年も何事も楽しんで頑張っ
ていきましょう。

（編集委員　角 純啓）

今年の干支は「乙巳（きのと・み）」。“乙” は植
物が種子の殻を突き破り芽を出す様を，“巳” は蛇
が脱皮を繰り返して成長する様から「復活と再生」
の象徴とされ，七福神の１人である蓄財・芸能の
女神「弁財天」も蛇の型をした神として祀られて
います。低迷する日本経済と医療情勢，古い皮を
脱ぎ捨てて “巳（実）を結ぶ ” 年になることを願いま
す。

（編集委員　寺口 博幸）

父が 3 月に亡くなり，喪中の正月です。喪中葉
書を出し，年越し蕎麦は食べますが，正月飾りは
控えました。おせち料理の海老，鯛，紅白のかま
ぼこ等お祝いの食材を避けた「ふせち料理」を妻
に準備してもらい，父を偲びながら過ごします。
新年の挨拶も「おめでとうございます」は避けて「新
年となりましたが今年もよろしくお願い致します」
にしようと考えています。

（編集委員　島田 辰彦）

昨年のジェンダーギャップ指数は，世界の中で日本
は 118 位，全国での鹿児島県は 36 位でした。昨年
は鹿児島県で女性県議会議員が増え少し順位が上
がりましたが，依然として低い状況です。女性の活
躍は社会に大きなメリットをもたらし，女性管理職の増
加は働きやすさにもつながります。そのためにも，性
別問わず心理的安全性を保ちながら意見を言える環
境に変化していく年になっていくことを祈ります。

（副編集委員長　ウェレット 朋代）

「鏡の法則：今を大切に生きる」
2024 年は国内・外で様々な出来事が生じました。

医療界でも診療報酬の triple 改定，人件費・物価
上昇，医師の働き方改革，人材不足等大きな課題
がありました。DX はこれらの課題をそれぞれ解決
していく手段の一つです。鹿児島市医報は出来る
限りの情報を正確・迅速に提供していきたいと考え
ます。医療人にとりまして，安全・安心な医療を提
供することが大きな目標であることに変わりはありませ
ん。会員の皆様にとりまして今年が素晴らしい１年
となりますことを祈念いたしております。

（編集委員長　帆北 修一）
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